
出展技術の分類

技術名称 水防災プラットフォーム『防すけ®』 担当部署 福岡支店　営業企画部

NETIS登録番号 担当者 児玉

社名等 日本工営株式会社 電話番号 092-475-6297

３．技術の効果

・既存の防災システムやお客様が保有する様々なクラウドとの相互連携により、低コストで新機
能を追加するなど顧客ニーズに対応します。
・日本工営が保有する高度な解析技術を応用した浸水リスク情報と衛星防災情報サービスを融
合させ、地域の安全・安心に繋がる災害対応・避難行動・防災行動を支援します。

 日本工営は、『防すけ®』の提供を通じて防災・減災面での顧客のデジタル化を支援し、地域の
レジリエンス強化に貢献したいと考えています。

４．技術の適用範囲

・災害・防災対応を行う自治体や民間企業での導入を進めています。
・お客様が抱える地域の課題や要望を基に検討の方向性を確認し、サービス提供の対象地域
（河川・流域）を選定していきます。
・実際の利用にあたっては、インターネットの接続環境が必要です。WEBブラウザが閲覧可能な
端末で利用可能です。（PC、タブレット、スマートフォン等）

５．活用実績

・九州圏内では、福岡県筑後市での導入実績があります。（『防すけ®』を活用した防災プラット
フォーム構築）
・そのほか関東近郊の自治体を中心に、導入検討を進めています。

※2022年4月～福島県いわき市「流域治水の推進に関する連携協定」に基づき同市で実証実験
を行い、実証成果を踏まえ、2024年4月から顧客向け（自治体、民間企業）の商用化を本格的に
開始しました。

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　（該当分類に〇を付記）

・近年、各種観測・予測技術の進展により、精緻な災害・防災情報を入手できるようになりまし
た。一方で自治体や民間企業の防災担当者は、それら多種多様なデータを統合する環境がな
い中で、異なる情報ソースに頻繁にアクセスし、迅速な評価・判断を要求されています。
・そうした課題やニーズを受け、日本工営では、膨大な情報の中から選りすぐりのものだけを一
元的に可視化できる水防災プラットフォーム『防すけ®』（登録商標第6573085号）を開発しまし
た。

・『防すけ®』では、気象・水文情報、洪水氾濫・土砂災害情報、生活基盤情報等の情報をリアル
タイムに収集・解析し、地図画面上に集約・表示します。
・標準機能として、雨量や河川・地形等のデータを基に、リアルタイムで解析した水位・流量・氾
濫予測情報を提供します。追加機能としては、衛星、SNS、さらにはセンサーによる懸案箇所の
浸水状態把握に関連した情報を追加するなど、顧客ニーズに応じてカスタマイズが可能です。
・さらに、他社クラウドサービス・クラウドデータとの連携も行えます。

１．技術開発の背景及び契機
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技術の概要

２．技術の内容
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